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 「失われた30年」が当たり前の

日常だった世代がいるという認識

　2024年の賃上げは 5％を超える

企業が相次ぎ，また日経の平均株

価もずいぶんと好調ですね。

　さて少し前までは，日本経済の

長期低迷を称して「失われた30

年」と言っていました。今月はこ

の話題です。この「失われた」は

バブル経済が崩壊した1990年代

に始まり，その頃は失われた「10

年」でした。10年経っても景気

低迷が継続し失われた「20年」

になり，ついには「30年」にな

りました。

　この「失われた」という表現で

すが，これが理解できるのは，「失

われていない」時代を知っている

人だけですね。「失われていない」

日々を送ったからこそ，「失われ

た」が実感できます。

　さて，今年の新卒新人から30

代前半までの，物心ついてから大

人になるまで一貫して日本の「失

われた時代」だけを生きてきた人

たちにとっては，「失われた30年」

が日常だったはずです。

 明るい将来を信じられた世代と

信じられなくなった世代

　昭和の世代は，一生懸命働き続

ければ，昨日よりは今日，今日よ

りは明日が明るくなることを信じ

ることができました。日本が戦後

の復興から立ち直り，高度経済成

長を実現した頃は，ほぼ毎年ベー

スアップが行われ，企業も成長を

続けて組織も拡大するためポスト

数も増え，勤続年数を重ねれば昇

格の可能性も広がりました。

図　民間企業の年収推移
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　国税庁の民間企業の年収の調査

結果をグラフにまとめてみました

（図）。1950年以降，「失われた30

年」が始まるまで，日本人の給料

は右肩上がりでした。増えた給料

の使い先にも次々と新しいモノが

出てきました。テレビ，電気洗濯

機，電気冷蔵庫が三種の神器と呼

ばれ，新しい家電や車を買えば，

確実に生活水準の向上を実感する

ことができました。物質的豊かさ

がそのまま幸せにつながりまし

た。

　筆者の世代も若い時期は昭和に

属しており，少なくとも若い頃は

働けば明るい明日が待っていると

漠然と信じていました。筆者の新

卒新人時代，同期の仲間の大半は

血気盛ん，上を目指すエネルギー

に満ちあふれていました。新人研

修の合宿中も毎晩遅くまで集まっ

ては，将来像を語らい，互いの切

磋琢磨を誓い合いました。今とは

違いますね。

 「失われた30年」は

“安定して流された”時代だった

　とはいえ，失われた30年間，

給料はほとんど上がりませんでし

たが，物価も上がりませんでした。

少し頑張って購入すれば生活が良

くなるような新製品も見当たりま

せんでした。すでに日本はそこそ

こには豊かになっていたため，給

料は上がらずとも，日々の生活で
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必要なモノはほぼ不自由なく賄う

ことができました。

　安全で健康な社会でした。ワク

ワク，ドキドキする刺激はなく，

変化には乏しいものの，それなり

の生活ができる30年が続きまし

た。“安定して流された”時代で

した。

　しかし，気がつけば，少子高齢

化が進み，日本人の賃金はOECD

諸国の中で最下位グループになっ

てしまいました。アジア周辺諸国

が日本よりも豊かになろうとして

います。どんどん追い越されてい

きます。ここまでの事態になって

も，いまだ日本の明るい未来展望

はよく見えません。自分たちの明

るい人生像も描くことができませ

ん。

 メンタル不調に陥りやすい

　そんな状況のなかで，政府が一

貫して進めているのが“働き方”

改革です。働き方改革の結果，職

場が明るくなったのでしょうか？　

筆者の観察では，彼ら若者の特徴

は以下の通り。

□明るい明日という希望は持っ

ていません

□未来は不確実だと思っていま

す

□明日が今日よりも悪くなるこ

ともあり得ると思っています

□いくら個人で頑張っても，周

囲の環境からそれが報われな

いこともあると思っています

　若者たちは，「会社では何も教

えてくれない」と嘆きます。上司

は，「俺は部下に仕事の仕方を丁

寧に教えている」「パワハラも怖

いから言葉遣いにも気をつけてい

る」「人事がうるさいから残業も

させない」「昔に比べればずいぶ

んと働きやすいはずだ」と反論し

ます。

　彼らは，「仕事の仕方などを教

えてほしいのではない。そんなも

のはネットでいくらでも調べるこ

とができる。上司の言うことより

ずっと効率的な仕事の仕方も知っ

ている」「その先に何があるのか

が分からない」「とりあえずは言

われたからやる」「言われたこと

だけをやる」。上司は，「一生懸命

に働けば偉くなれる」と諭します。

彼らは，「別に偉くなりたくあり

ません」と返します。

　社内ではコミュニケーションが

成立しません。コミュニケーショ

ンが成立しない者同士間に対して

人事は 1  on 1を持ち込みます。

時間の無駄でしかありません。

　真面目に物事を突き詰めて考え

る人たちがメンタル不調に陥り，

欠勤が続いたり，周囲との人間関

係で齟齬が生じたりしています。

　 5月頃から夏のお盆明けにかけ

て，新人のメンタル不調のことや，

3ヵ月の試用期間を意識しての相

談が増えます。要はウチの会社に

は向かないので試用期間中に円満

に退職という相談が珍しくありま

せん。労務トラブルになると，最

近の若者は得意のネット情報で理

論武装し人事に対抗します。親や

彼氏や彼女までが会社に乗り込ん

だり，そういう事態をビジネス化

する弁護士，労組や退職代行会社

等々が加わり，その 1つひとつが

結構面倒な案件となります。

 “働きがい”の改革を

　政府が盛んに進める“働き方”

改革通りに人事を運営していても

解決策は見えません。今の働き方

改革は“働きやすさ”改革でしか

ありません。そこには“働きがい”

改革という視点が欠けています。

職場には働きやすさと働きがいの

双方が必要です。

　ここ数年でお手伝いした日系の

コンサルティング会社 2社のいず

れも急成長を実現，やや踊り場に

差し掛かっている状態ですが，そ

の会社でインタビューした30代

の中堅幹部社員らは，「就職活動

では大手商社や都市銀行の内定を

断った」「若いうちは遠慮せず思

いっきり働きたい」と言います。

皮肉なことに，人事からの依頼は，

所轄の労基署対策，要は労働時間

管理を現場に理解徹底させ，“大

手商社”や“都市銀行”のような

働き方を目指すプロジェクトでし

た。
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